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一つとして {|ω1⟩ · · · |ωM ⟩} がある．n 次拡大 H⊗nl から符号語
として選択されなかった状態を |SM+1⟩, . . . , |S2n⟩ とする．次
に，{|ωi⟩ | i = 1, 2, . . . ,M} に，シュミットの直交化によって
得られる |ωi⟩ (i = M + 1, . . . , 2n) を加え，n 次拡大 H⊗n の
正規直交系を構成する．そして，行列 B を Bij = ⟨ωi|Sj⟩ と
して定義する．レター状態を識別するような，測定を表す基底
{|a⟩, |b⟩}を考え (例えば計算基底など)，そのテンソル積により
n 次拡大 H⊗nl の基底を構成する．したがって，これらの基底
は積状態となっている．そして構成した H⊗nl の基底から，M
個の |A1⟩, |A2⟩, . . . , |AM ⟩を選択し，残りを |AM+1⟩, . . . , |A2n⟩
とする．ここで，A は情報源アルファベットである. このと
き，行列 Cを Cij = ⟨Aj |Si⟩として定義する．Cは符号語であ
る．|Ai⟩と |ωi⟩を繋ぐ，|ωi⟩ = Û |Ai⟩を満たすユニタリ作用素




uji|Aj⟩⟨Ai|, uji := (B−1C)ij . (1)
1. 受信量子状態に対してユニタリ作用素 Û を適用する．
2. 個別測定を行う．量子コンピュータ上で上記のユニタ
リ作用素を実行するためには，量子回路で表現する必
要がある．つまり高々 1, 2 量子ビットに作用するユニ
タリ作用素の積で表現する必要がある．文献 [1] では，
文献 [2] にて提案されたアルゴリズムを使うことで，






























図 1 各ユニタリ作用素 T̂[j,i] の量子回路図






態について，量子一括復号回路の実行を N = 10000 回行った．
これらのシミュレーションでは，{|↑⟩, |↓⟩}を計算基底 {|0⟩, |1⟩}
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